
　
天
明
の
飢
饉
か
ら
５０
年
ほ
ど
後

に
天
保
の
飢
饉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
の
６

月
２６
日
か
ら
２８
日
に
か
け
て
未
曽

有
と
称
さ
れ
る
最
上
川
の
洪
水
が

あ
り
、
長
崎
村
の
北
寄
り
の
地
に

新
川
が
で
き
、
１７
戸
が
流
出
、
向

長
崎
、
川
窪
が
分
断
さ
れ
る
最
大

の
川
欠
け
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を『
中
山
町
史
』

資
料
か
ら
み
て
み
る
と
柴
橋
代
官

所
付
の
村
々
で
、
飢う
え
人に
ん
２
万
４
２

８
９
人
、
米
ど
こ
ろ
の
達
磨
寺
村

で
も
村
の
住
人
６
７
８
人
中
５
３

３
人
が
飢
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
で
は
、
上
山
藩
の
場
合
、

城
内
の
囲
米
（
貯
蔵
米
）
３
０
０

０
俵
を
払
い
出
し
、
３５
年
賦
の
ほ

か
、
困
窮
者
１
人
当
た
り
５
０
０

文
ず
つ
の
銭
を
融
通
し
た
例
も
あ

り
ま
す
が
、
全
国
で
は
３４
万
６
０

０
０
人
の
餓
死
者
を
見
、
内
１０
万

人
は
奥
羽
の
餓
死
者
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
（『
農
業
史
年

表
』）。

　
天
保
５
年
（
１
８
３
４
）
１
月

に
は
、
ま
す
ま
す
食
糧
事
情
は
悪

化
し
、さ
し
も
の
長
崎
村
で
さ
え
、

６
３
０
戸
中
５
０
０
戸
以
上
も
自
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家
産
米
を
食
い
尽
く
し
買か
い
夫ふ

食じ
き
の

状
況
と
な
り
ま
し
た
（「
柏
倉
家

文
蔵
文
書
」）。

　
こ
の
た
め
、
柴
橋
代
官
所
手
代

宮
部
潤
八
郎
は
、
深
堀
村
、
志
戸

田
村
、
長
崎
村
な
ど
最
上
川
川
岸

に
出
向
き
救
米
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
な
る
と
米
価
は
１
両
に

つ
き
５
斗
１
升
か
ら
２
斗
５
・
６

升
と
な
り
、
路
頭
に
は
物
乞
い
す

る
老
若
男
女
が
溢
れ
、
柴
橋
代
官

所
付
の
６９
か
村
に
取
調
帳
の
提
出

を
求
め
た
資
料
に
よ
る
と
長
崎
村

界
隈
で
も
多
く
の
餓
死
者
を
見
て

い
る
な
ど
、「
柏
倉
文
蔵
家
」
の

記
録
か
ら
も
天
保
５
年
の
飢
饉
の

深
刻
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

飢　
人
…�

飢
饉
で
亡
く
な
っ
た
人

の
こ
と
。

買
夫
食
…�

農
民
が
食
糧
を
買
う
こ

と
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　

�

第
９
章
第
２
節　
冷
害
・
旱
害

の
記
録
と
対
策

　
５２
年
前
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
で
は
投
票
開

始
と
と
も
に
有
権
者
の
出
足
が
よ
く
、
中
山
町

の
投
票
率
は
９０
・
０２
％
で
県
下
１
位
と
な
り
ま

し
た
。

　
中
山
町
は
、
そ
れ
ま
で
の
選
挙
で
も
高
い
投

票
率
を
誇
っ
て
お
り
、
町
内
１２
の
投
票
所
で
県

平
均
を
上
回
り
、
特
に
文
新
田
地
区
で
は
９５
％

と
い
う
高
い
投
票
率
で
し
た
。

　
投
票
率
県
下
１
位
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の

中山町誕生
（昭和２９年）

今から５2年前…
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投票率県１位
（昭和３7年）

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

　

中
山
町
の
前
回
参
議
院

選
投
票
率
が
約
６３
％
で
し

た
の
で
、
当
時
の
投
票
率

が
い
か
に
高
い
か
が
わ
か

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

投
票
所
に
足
を
運
ん
で
欲

し
い
で
す
も
も
。

山
形
新
聞
会
館
で
行
わ

れ
た
表
彰
式
で
は
、
服

部
町
長
や
毛
利
選
挙
管

理
委
員
長
ら
が
出
席
。

安
孫
子
知
事
か
ら
大
衆

車
マ
ツ
ダ
キ
ャ
ロ
ル

（
４
人
乗
り
軽
乗
用
車
）

１
台
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

る
区
長
連
絡
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
須
貝
勝
司
会

長
（
達
磨
寺
２
区
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
が
選
出
さ

れ
、
今
年
度
の
運
営
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

の
ほ
ぼ
全
世
帯
が
加
入
す
る
町
災
害
互
助
会
会
計
の
平
成

２５
年
度
決
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
談
会
に
は
、各
地
区
区
長
の
ほ
か
、

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
各
課
長
等
が
出
席
し
、
今
年

度
の
町
の
予
算
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
。
円
滑
に
町

政
を
運
営
す
る
た
め
、
区
長
の
皆
さ
ん
へ
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
住
み
よ
い
町
づ
く
り
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
問
題

の
解
決
に
は
区
長
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
課
題
に
関
心
を
も
ち
、
地
区
の

活
動
・
運
営
等
に
対
し
、
区
長
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず

町
の
広
報
方
針
を
決
定

よ
り
住
み
や
す
い
町
を
目
指
し
て

行
政
相
談

第
１
回
広
報
委
員
会
を
開
催

第
１
回
区
長
懇
談
会
を
開
催

　
４
月
１９
日（
土
）、
平
成
２６

年
度
第
１
回
区
長
懇
談
会
が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
区
長
懇
談
会
と
は
、
町

政
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
す

る
た
め
、
町
政
や
地
域
の
諸

問
題
に
つ
い
て
、
区
長
の
皆

さ
ん
と
町
長
を
は
じ
め
と
す

る
町
の
幹
部
職
員
と
が
直
接

話
し
合
う
も
の
で
す
。

　
懇
談
会
前
に
は
、
町
内
６５

地
区
の
全
区
長
で
組
織
さ
れ

　
４
月
２３
日（
水
）、
平
成
２６
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
会
、
教
育
関
係
、
商
工
業
、
農

業
な
ど
の
各
種
団
体
や
、
公
募
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
新
委
員
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
、
平
成
２６
年

度
の
町
の
広
報
方
針
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◇
広
報
な
か
や
ま

　
毎
月
１５
日
に
発
行
。
全
面
カ
ラ
ー
で
、
誰
に
で
も
読
み
や
す
い
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
書
体
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
出
来
事
や
人
物
、
行
政
情
報
を
写
真
、
資
料
、
イ
ラ
ス
ト
を

交
え
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

◇
お
知
ら
せ
版

　
毎
月
１
日
・
１５
日
に
発
行
。
ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
は
臨

時
号
を
発
行
し
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
章
を
工
夫
し
、
よ
り
読
み
や

す
い
紙
面
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
原
則
毎
月
１
日
・
１５
日
に
更
新
。
緊
急
時
に
は
そ
の
都
度
更
新
し
、

町
内
外
へ
最
新
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。　

◇
広
報
車
等
に
よ
る
町
内
巡
回
広
報

　
災
害
時
な
ど
、
緊
急
に
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
行
い
ま
す
。

車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
巡

回
す
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

◇
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
広
報

　
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
全

国
に
約
５
０
０
０
人
お
り
、
当
町
で

は
黒
沼
裕
一
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
医
療
保
険
や
年
金
、
道
路
の
維
持

管
理
、
雇
用
、
社
会
福
祉
な
ど
、
行

政
全
般
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
相
談
に
応
じ
、
関
係
行
政
機
関
と

の
間
に
立
っ
て
、
解
決
の
た
め
の
助

言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知

な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
電
話
な
ど
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
黒
沼
裕
一
さ
ん
ご
連
絡
先

　
中
山
町
あ
お
ば
２３

−

５

�
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☎
６
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２
８
）

※
行
政
相
談
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
山
形
行
政
評
価
事
務
所

�

（
☎
６
３
２

−

３
１
１
３
）

黒沼裕一さん
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